
兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科 教員（専任）公募要領 

（減災復興社会システム分野） 

 

１ 募集の趣旨 

兵庫県立大学では、平成 29 年４月に減災復興政策に関する大学院研究科修士課程を設

置、平成 31 年４月には博士後期課程を設けました。この研究科では、主として減災復興

に関する政策立案や計画作成、災害への実践的対応、復興に向けた取組み、今後の災害へ

の備え等を担う知見と能力を有した人材育成を目指しています。社会・人文分野を中心と

した減災復興に関する新たな研究領域を設け、教育研究を行うべく、幅広い学問分野の卒

業生のみならず、社会人リカレント生、留学生も積極的に受け入れています。 

本公募では、「減災復興社会システム分野」で大学院レベルの教育研究が担当できる教

員を１名、採用する予定です。 

設立から５年を迎え、今後は、海外の大学との交流等グローバル化を進めるとともに、

フィールドワーク等を通して地域や行政との連携を一層深めます。学部生への防災教育も

強化します。公立大学間をはじめとする関係機関とのネットワークも拡大し、社会全体で

安全安心を追求する教育研究に努めます。今回の公募では、自身の研究を発展させること

はもとより、上記趣旨を理解し、研究科の発展に貢献する熱意ある人材を求めます。 

本学は主体的にダイバーシティの推進に取り組んでおり、多様な人材の採用に努めてお

ります。特に女性教員の積極的な応募を歓迎しており、応募者が同等の能力である場合に

は、率先して女性の採用を検討します。外国人教員にあっては、日本語と英語による講義、

学生指導、学務事務を行える人材を求めます。 

 

２ 業務内容 

  大学院教育を担当するとともに、防災教育研究センター教員を兼務し、学部生を対象

とした「防災リーダー教育プログラム（副専攻）＊」も担当いただきます。主な内容は次

のとおりです。 

(１) 大学院の減災復興政策に関する教育研究 

(２) 防災教育研究センターの行う「防災リーダー教育プログラム（副専攻）」の科目の

担当 

(３) 当研究科が推進するグローバル化や地域への貢献 

 

３ 教育研究分野 

（１）「減災復興社会システム分野」：減災復興社会を構築する上で、組織とその関わりに

主眼を置き、地方自治体、地域社会、地域経済等、俯瞰的な視点から社会全体の枠組み

が抱える課題や解決方策等を探求する分野における研究 

  担当科目（例）：「災害リスクマネジメント論」、「生活再建プロセス論」、「減災復興ま

ちづくり論」、「防災行政論」、「災害対応マネジメント論」、「産業復興

政策論」、「減災復興社会システム特論」、「特別演習」、「特別研究」 

（２）「防災リーダー教育プログラム（副専攻）」 

  担当科目（例）：「都市災害とまちづくり」、「社会特性と減災復興」、「災害リスクマネ

ジメント」、「減災復興政策概論」 

＊「防災リーダー教育プログラム（副専攻）」 

 学部生を対象にするもので、主として全学共通教育の科目を開講しています。 

 災害発生のしくみや防災・減災、災害対応・支援などに関する科目から構成される科目群であり、

座学だけでなく、実践的な活動を伴う講座やフィールドワーク、ゼミナールなどがあります。 

 

（※（１）（２）とも実際の科目設定は教員採用後、調整いたします） 



４ 職種 

  教授 

 

５ 勤務形態 

  常勤 任期：５年（再任可） 

 

６ 勤務地 

  神戸市中央区脇浜海岸通１-５-２ 人と防災未来センター東館内 

・ 防災リーダー教育プログラムの基礎科目は、兵庫県立大学の姫路工学キャンパス及び神戸商科キャ

ンパスで開講します。この講義の担当となった場合、それぞれのキャンパスへ出講することが必要

になります。 

・ 同プログラムの専門科目は、土曜日に神戸防災キャンパスで開講します。 

 

７ 募集人員 

  １名 

 

８ 応募資格 

（１）博士の学位を有する方 

（２）大学院での研究指導を担当できる方 

 

９ 待遇 

勤務時間、休日及び休暇：兵庫県立大学教職員の勤務時間、休日及び休暇に関する規

程の定めるところによります。 

  なお、前期・後期期間中の土曜日に、防災リーダー教育プログラムの専門科目が開講

されています。また夏休み等の学生の長期休暇期間中にも集中講義（１科目３日間程

度）が開講されています。 

  報酬：給与規程の定めるところによります。 

 

10 募集期間 

  2021 年８月 26日から 2021 年 10 月 25 日まで（必着） 

 

11 着任時期 

  2022 年４月１日を予定 

 

12 応募書類 

  提出書類は次のとおりです。なお、選考状況により別途書類の提出を求めることがあ

ります。 

（１）履歴書（様式１） 

（２）教育研究業績一覧（様式２） 

   なお、研究論文については、「査読あり」と「査読なし」に分類してください。 

（３）最近の主要な研究業績５点以内（コピー可） 

（４）減災復興政策分野におけるこれまでの活動実績ならびに今後の抱負について、教

育・研究・社会貢献のそれぞれに分け、まとめたもの（3,000 字から 4,000 字程

度、様式は自由） 

（５）応募者本人についてご意見を伺える方（２名）の氏名と連絡先（所属・役職、住

所、電話・ＦＡＸ番号、電子メールアドレス）（様式は自由） 

（６）学位取得証明書（最終学位・原本もしくは写し） 



（７）上記書類の他、教育・研究・社会貢献の業績に関してとくにＰＲしたい事項がある

場合は、それを示す書類を合わせて提出してください（様式は自由） 

 

13 書類提出先 

  応募書類は、郵便で以下の宛先まで送付してください。なお、封筒には「教員応募書

類在中」と朱書し、簡易書留で送付してください。 

 

 〒651-0073 兵庫県神戸市中央区脇浜海岸通１－５－２人と防災未来センター東館６階 

 兵庫県立大学神戸防災キャンパス経営部総務学務課 

 

 提出いただいた書類は返却しません。また、提出書類に記載の個人情報は、本公募の

利用目的に限定して使用し、その他の目的には使用いたしません。 

 

14 選考内容 

 第１次 書類審査 

 第２次 面接、教育・研究実績等のプレゼンテーション 

     （日本語と英語による模擬授業を実施します） 

   11 月上旬～中旬頃を予定、書類審査に合格した方に別途、連絡します。面接に際し

て旅費は支給いたしませんので、あらかじめご了承ください。 

 

15 問い合わせ先 

兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科 青田（教員） 

  電話：078-891-7381 FAX：078-271-7202 

  e-mail:Ryosuke_aota@drg.u-hyogo.ac.jp 


